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ヤドリギの実、なんてかわいらしいでしょう。
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表紙 ※ ガイドで「表紙」の指示をさせていてだいておりますので宜しくお願いいたします。
（左上）
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アングリマーラの塚
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納
骨
壇
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用
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え
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段
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ま
し
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位
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す
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イ
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「アングリマーラの塚」インド仏跡巡礼記 3

ブラジルの法要に参加してきました

祇園精舎の近くにあった舎衛城（しゃえいじょう）。当時栄えていた強国コー
サラ国の首都の中に、アングリマーラの塚と呼ばれるものがあります。城内
は今はもう遺跡群を残すのみとなっておりますが、このストゥーパ（塔）は
ひと際目立ちます。アングリマーラとは、お釈迦様のお弟子です。アングリ
マーラというのは通称で、意味は「切った指でつくった輪をかけている者」
となんとも恐ろしい名前です。本当の名前をアヒンサといい、非常にまじめ
で従順な青年であったといいます。あるバラモンの弟子となりましたが、だ
まされて師匠から「千人の人を殺害しなければ、本当のバラモンにはなれな
い」と言い渡され、それを実行していきます。殺した人の指を切り落とし、
それをつないで首飾りとしていきました。首飾りの完成まであと 1 人とい
うところで、そこにお釈迦様が現れました。お釈迦様の尊いお姿と慈悲心に
接して、アングリマーラは、祇園精舎までついて行き、お釈迦様の弟子にな
りました。 この塚はアングリマーラが帰依した場所とされています。しかし
出家した後も、過去に殺人鬼であるため、周りから石を投げられたり、棒で
殴られたりもしましたそうです。極悪人でもおさとりをひらくことができる
が、過去の悪業からは逃れることはできない。しかし、それでも仏弟子となっ
て以降は一人も殺していないという清らかな思いと行いから、アングリマー
ラは苦しみから救われたということです。

ビッチ大樹老師というブラジル人が日本での修行の後に、故郷ブラジ
ルに建てたお寺、禅光寺。今年で 50 周年を迎え、9 月初旬に住職は
大本山永平寺の公務として行ってまいりました。

欧米初の35Mの大仏。
年間40万人が訪れます。

日本から現地まで
35 時間の移動。遠
いカトリックの国
ですが、禅の生き
方が広く受け入れ
られていることに
感動する一週間と
なりました。



風定まりて花尚ほ落ち

鳥啼いて山更に幽なり

観音妙智力なり

  良寛「観音二首」

お寺参りもお墓参りも、それ以外でもお寺の門はひらいています。一年に一回だけじゃ少ない！ですから、たくさん足をお運びくださいね！

お袈裟を縫う会の様子

地元のバスケットの小学生チームが坐禅にきました！

シンガポールからの学生に坐禅指導

お寺参りでお供物をおそなえします

婦人会活動

カンタ！ティモール上映会

まんまる地域食堂

フードパントリーではトリオKさんの演奏も！

共に生きる素晴らしさを感じました

落語会

三遊亭わん丈さんと記念の一枚！

次回は4月を予定！

まんまる地域食堂についてもお話しました

北斗高等支援学校の生徒がお寺をキレイに

じょじょに完成してまいりました

次回は最終回2月13日㈭

住職就任の晋山式にて初お披露目となります

子ども食堂応援する手ぬぐい

１枚1,500円で販売中！

上磯中学校合唱部の生徒たちと

上磯中学校合唱部が地域食堂でコンサート

高校生がデザートを作ってくれました

イギリス人の
お坊さん

5 月の大法要ではイギリスからお坊さんがやってきます。コーワン・慈龍
さん。ご縁あって広徳寺で “ 首座（しゅそ）” という大事なお役目をいた
します。プロフィールをいただきましたのでご紹介します！

【住職談】西欧で仏縁を授かり日本で修行してきた慈
龍さんですが、法要当日は英語での挑戦となります。
特に首座は僧侶としての生き様を言葉の内容ばかりで
なく、態度で示される事が求められます。慈龍さんの

ダニエル・ジェイソン・コーワン Daniel Jason Cowan/
お坊さんの名前

慈龍
じ り ゅ う

1969 年 9 月 23 日生さん 55 歳

私はイングランド北西部の美しい湖水地方で生まれ、バースとソー

ルズベリーという歴史ある街の間にあるウェストカントリーで育ち

ました。私は好奇心旺盛な子どもで、身の回りのあらゆるものの本

質について多くの難解な疑問をもつ、小さな自然哲学者でした仏道

と日本文化への関心は、１０代の頃に良寛の詩に初めて出会ったと

きに生まれました。

若さのロマンと道を求める心に突き動かされて私は旅をし、２０代半ばになってよう

やく落ち着き、息子のオリを育て、大学に戻って仕事に就きました。サセックス大学

で哲学の学士号と人工知能の修士号を取得しました。その後、ブライトンで２つのテ

クノロジー企業を設立し、経営しました。２０年間、私はソフトウェアを書き、ビジ

ネスを経営し、家族の世話をしてきました。私はイーストサセックス州の海辺に近い

サウスダウンズにあるルイスという小さな町を拠点としています。

オリが大学に進学するために家を出たとき、私はブライトンの地元の曹洞宗グループで修行を始めました。５年

間の熱心な修行とヨーロッパ中の修道院や禅センターへの旅の後、私は現在フランスの禅道尼苑（ぜんどうにえん）

の住職であるメルシエ・黙峰（もくほう）老師から得度を受けました。黙峰老師は、沢木興道老師の系譜に属す

る弟子丸泰仙老師の弟子です。僧侶になったとき、私は家族の生活を捨て本格的に修行し、仏法の学びと継承、

そして坐禅の修行に完全に専念しました。

２０２３年には岡山県の洞松寺（とうしょうじ）で６か月間修行し、良寛の精神とともに倉敷の円通寺でも修行する

ことができました。 ２０２５年は長崎の晧台寺（こうたいじ）でさらに３か月安居修行し、その後北斗市に向かい

広徳寺で皆さんのところに参ります。広徳寺で修行し、５月の晋山式や慶讃法要に参加できることを嬉しく思い

ます。私にとっては法戦式を執り行う貴重な機会であり、とても感謝しています。滞在中は、寺や僧伽の日常活

動に参加したいと思っています。また、美しい自然が広がる北海道を少し探検できることも楽しみにしています。

かぜさだ

かんのんみょうちりき

な

さら しずかな

話している内容がわからなくても、その言い方やまな
ざしから、世界に広がる曹洞宗の禅を感じ取っていた
だければと思います。当日たくさんの方に見ていただ
きたいので皆さまどうぞお参りくださいね！


